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研究成果の概要（和文）：　本研究は、幼児教育施設における運動遊具による幼児の重大事故を軽減させるための指導
方法と管理の改善策を明らかにすることを目的とした。事故発生率の高い運動遊具の一つである滑り台を調査対象とし
、滑り台での事故の実態と管理及び指導の実際から課題を抽出した。
　幼児の行動分析から滑り台使用にかかわる幼児の行動特性を明らかにした。現地調査から各園に設置されている多種
多様な滑り台の構造に潜在する危険、幼児の身体的特徴や行動特性に潜在する危険を捉えた。滑り台における事故発生
の誘引、要因を分析し、運動遊具による事故防止のための指導方法の改善点を明らかにした。　　

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the instructional method and better way fo
r administration, in order to reduce serious accident for children in play equipment at the educational fa
cilities for children.  This survey covered slides, which is one of the play equipment having the highest 
accident frequency rate, and uncovered problems from the actual situation in playground slide's accident a
nd from the field sites in management and instruction.
From the behavioral analysis of children, this study also clarified the behavioral feature of children to 
utilize the slides.  Furthermore, from the field survey, it captured the underlying danger in the structur
e of various playground slides positioned to the educational facilities for children, and underlying dange
r in the bodily features and behavioral feature of children.  It analyzed inducible cause of slide acciden
t, and indicated an area for improvement of instructional method to prevent the accident by the play equip
ment.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）幼児がのびのびと体を動かして遊ぶ

ことを目的とした園具・遊具は幼児教育施設

においては必携のものである。施設の条件に

より差異はあるが、すべり台やブランコ等の

運動遊具は多くの園が備えている。しかし、

こうした運動遊具での遊びでは事故が発生

している。中でもすべり台による事故の件数

が多いことが各機関から出される事故報告

書によって明らかになっている。独立行政法

人日本スポーツ振興センター「学校管理下の

災害－２３」の基本統計のデータによると幼

稚園・保育所の場合、体育用具・遊具での事

故が多く、園舎外事故の５０％以上を占める。 
２．研究の目的 
幼児期は様々な遊び体験を通して日々成

長していく。幼児にとって遊びは生活そのも

のであり欠くことのできない営みである。 

本研究は、遊具による幼児の重大事故をな

くすために、その指導と管理を向上させるた

めの指標を明確にすることを目的とするも

のである。現在、日本の幼児教育施設におけ

る運動遊具の安全基準に関する詳細な規制

はなく、教師の指導や各園の管理に委ねられ

ていることから、幼児教育施設における幼児

の行動特性と遊具事故の関係性について明

らかにし、遊具のもつ機能と危険性、遊具と

かかわる幼児への安全指導の具体を明らか

にすることを研究の目的とする。 

３．研究の方法 
本研究は、特に事故発生件数の多い「すべ

り台」を対象に全国３４の幼児教育施設へア

ンケート調査を実施し、固定遊具の管理、指

導の実際、すべり台での事故発生状況、事故

に至らなかったインシデントに関する情報

を収集し分析することから研究を進めた。さ

らに研究協力園５園を選定し、すべり台使用

時の幼児の行動観察、安全指導についてのヒ

アリング、幼児の身体計測を行った。最終年

度には全国の幼稚園３３園、２５５名の教員

アンケート調査から、安全への教員の意識と

すべり台に潜在する危険について分析し、運

動遊具使用時の安全指導について考察した。 

（１）アンケート調査により「すべり台の形

状」「すべり台の利用状況」｢すべり台によ

る事故発生の状況｣「事故には至らなかった

インシデントの状況」を捉えた。 

（２）すべり台を利用することが可能な３歳、

４歳、５歳児を対象に、身長、頭部、足の長

さ、手の長さ、上腕、前腕等を測定し、幼児

の発達特性を分析した。 

（３）ビデオ撮影により、すべり面での動作

の分析、その他の部位での動作分析、幼児の

行動中の重心移動の分析を行った。 

（４）保育に携わる２５５名の教員アンケー

トにより、すべり台事故の体験、指導の実際、

危険への意識を分析した。 

（５）研究代表者と分担者で、フランス及び

スイスにおける幼児教育施設の視察を行い、

遊具の安全基準の活用と事故防止の現状調

査、幼児教育施設におけるリスクマネジメン

トの実際に関する調査を行い研究の参考と

した。 

４．研究成果 

（１）すべり台での事故を防げなかった理由 

 幼児教育施設で起きているすべり台での 

事故の内容を調査し、事故を未然に防ぐこと 

ができなかった理由を明らかにした。全国 

の幼児教育施設３４園から寄せられたすべ 

り台使用中に発生した事故事例の分析から、 

事故を防げなかった主な理由を捉えた 

○幼児自身の行動への過信 

○幼児の行動への教師の過信 

○幼児のスピード調整能力の不足 

○教師の劣化・破損の見落とし 

○幼児の未熟さを予測した行動抑止への

教師の援助不足 

○幼児の危険行為の認識不足 

事故に至った経緯の記録から、幼児自身の

過信については、幼児の「できるかもしれな

い」「やってみよう」という冒険心や挑戦し



ようとする気持ちの高まりがみられたこと

が指摘されている。また、教師の「できるか

もしれない」「困難に挑戦してみてほしい」

という期待や願いが、幼児の行動の過信に繋

がったことも記録されていた。さらに幼児は

個人差が著しく、身体能力の未熟さへの予測

が難しかったことも挙げられていた。すべり

台の構造から目視点検の限界についても検

討しなければならないことが分かった。運動

遊具による事故防止には、教師による幼児の

行動特性の予測と具体的な指導方法に課題

があることが分かった。 

幼児教育施設においては、教育・保育の視

点から幼児自身の冒険心や挑戦しようとす

る心情を養うことを重視し、幼児自身の試行

錯誤による体験の積み重ねから学ぶことが

大切な学びであると考える。幼児教育施設に

おける運動遊具での事故発生の原因には、幼

児の発達特性と教育的価値を重視する教師

の指導援助のすきを突いた条件が重なった

時に起きることが多いと捉えた。 

（２）すべり台使用時の指導 

幼稚園３４園におけるすべり台使用に当

たっての指導の実際については、①「担任が、

時期を決めて一斉に指導を行っている」とい

う回答が７４％、②「担任が、遊んでいる時、

随時指導している」が８５％、③｢園庭を巡

回している教職員が随時指導する｣が８５％、

④その他が１５％であった。半数以上の園が、

担任が時期を決めて一斉指導し、更に遊んで

いる時に随時指導し、担任以外の教職員も随

時指導していると回答していることから、す

べり台での遊びに関しては、かなり意識をし

て教職員が安全に遊べるよう心掛けている

ことが分かる。しかし、事前に一斉指導を行

っていない園も９園あった。このことは、す

べり台の形状調査から幼児教育施設におけ

るすべり台は多種に亘っており、ごく低いす

べり台を設置している園については、教師は

必ずしも事前に一斉指導を行い、すべての幼

児に扱い方を周知してから使わせなければ

ならないものという認識には至らないので

はないかとも捉えられる。 

（３）すべり台の安全点検 

 すべり台の安全点検については、すべり台

を使用する前に目視による安全点検を行っ

ている園は１００％であった。打音点検につ

いては、３５％、専門業者による器材使用の

点検は、７１％、専門業者により基礎部分を

掘り下げての点検に至っては６％という割

合になっていた。 

 

しかし、幼児教育施設における安全点検の

具体的な決まりはないため、園によって安全

点検の方法にはかなりの差が生じているこ

とも明らかになった。３４園のすべり台設置 

年度と安全点検の方法を重ねてみると、経年

劣化が著しいと思われる園において専門業

者による点検頻度が高くなるかと言うとそ

うでもない。設置年度から３０年を超えるす 

べり台であっても目視点検のみとの回答も

あることから、運動遊具の安全点検方法につ

いては、経年劣化や使用材質の視点などを捉

え、点検方法を詳細に示唆できる体制を工夫 

する必要があると考える。 

（４）すべり台使用前の指導 

すべり台を使用する前の指導内容として、

①気をつけて滑るよう声を掛けている、②す

べり台の下から上がることを禁止する指導

をしている、③友だちを押さないように指導

している、④すべり台でふざけないように指

導している、の４点に絞り調査した。また、

これらの指導内容を教師は主に個別指導で

行っているのか全体指導で行っているのか



についても調査した。回答は複数回答可とし

た。結果を以下に示す。 

                  n=255  

質問内容 

個別指導 全体指導 

回答者
数 

全 体
の 
割合 

回答者
数 

全 体
の 
割合 

①気をつける
ように声かけ
をする 

 
85 名 

 
33% 

 
168 名 

 
66％ 

②滑走面を下
から上らない
よう注意する 

 
111 名 

 
44％ 

 
160 名 

 
63％ 

③友だちを押
さないよう注
意する 

 
101 名 

 
40％ 

 
155 名 

 
60％ 

④ふざけない
よう注意する 

 
78 名 

 
30％ 

 
135 名 

 
53％ 

（５）教師が捉えたすべり台での危ない行為 

幼児がすべり台で遊んでいる姿から教師

はどのような行為を、「危ない遊び方」と捉

えているのかについて回答を求めた。２５５

名の教師から７０５件の記述回答があった。 

大別すると「個人の動きの中で危ないと捉え

た行為」と「友だちとの関わりの中で危ない

と捉えた行為」に分けることができた。７０

５件の危ない行為のうち５０２件が個人の

動きとして捉えた危ない行為であり、２０３

件が友だちとの関わりの中で捉えた危ない

行為であった。運動遊具としてのすべり台の

本来の機能は、一人一人の幼児が傾斜を滑る

楽しさを味わうものである。であれば危ない

動きも個人の行為の中にあるはずであるが、

回答数の２８．７％が友だちとの関わりの中

で危ない行為を捉えている。幼児教育施設で

は遊びの多くが友だちとの関わりの中で成

り立っていることを加味して指導をしなけ

ればならないことがこの数値から伺える。 

（６）危ない行為の詳細 

①個人のすべり方に見られる「危ない行為」 

 教師が捉えたすべり方に見られる個人の

動きとしての危ない行為には、「後ろ向きで

滑る」「頭を下にして滑る」が大変多い。［う

つ伏せ］「寝そべる」行為がそれに続くが、

これらの行為は、幼児の冒険心や幼児が日常

よく行う自然な体の動きから出てくる行為

でもあると考える。「立ったままで滑る」「走

って降りる」行為は、すべり台の形状があま

り高くない場合も想像されるが、幼児なりの

冒険心から、高さがあるすべり台での行為で

あれば極めて危険である。［しゃがむ］［膝を

曲げる］「正座する」行為も幼児の試してみ

たい遊び方の一つであると思うが、越山氏に

よる動作分析調査から指摘されるように、転

倒・落下につながる幼児の重心の位置から考

えると重篤な怪我の発生にもつながる危な

い行為であると考える。実際に保育現場では

これらの行為に対し、教師が危険を感じてい

ることがわかった。 

 
②個人の遊び方に見られる危ない行為 

個人の遊び方に見られる危ない行為につ

いては、多くの教師が「滑走面を下から上が

る」ことを指摘している。しかし、滑走面を

下から上がることについて、すべての教師が

その行動を禁止しているか否かというと、高

さの低いすべり台では、幼児が挑戦できる行

為として容認している場合も多くみられる。

幼児はすべり台を正しいすべり方以外に、す

べり台に対して様々なかかわり方をして遊

んでいることが分かる。 

 



（６）すべり台での怪我の発生場所 

 すべり台での怪我の発生場所は、着地点が

最も多く６２％、階段部分が２８％、滑走面

が１０％であった。 

 

（７）すべり台に潜在する危険 

 すべり台はブランコのように本体が揺れ

動くものではないことから、危険が見えにく

い面をもつ。教師から寄せられたすべり台で

の怪我の実態を分析すると、構造物そのもの

に怪我を誘発する危険が潜んでいる場合と、

幼児の身体的特徴に怪我を誘発する危険が

潜んでいる場合があることが分かった。調査

により教師はすべり台使用に当たっては、か

なり丁寧な指導を行っている実態が明らか

ではあるが、事故防止のためには、潜在する

危険を予測し、よりきめの細かい指導を施す

ことが期待される。 
 
№ 

 
怪我の状況
（アンケー
ト記述より） 

 
怪我の 
原因 

潜在する危険 
A：構造物に潜在する
危険 

B：身体的特徴に潜在
する危険 

 
１ 

らせん状の
すべり台の
手すり（手で
つかまる箇
所より上の
柵のような
もの）に腕が
ひっかかり、
途中で止ま
ってしまっ
た。 

○手摺 
りの隙 
間に腕 
が入る。 
 
○手摺 
りの防 
止柵が 
挟まる。 

らせん状のすべ 
り台では、カーブ 
での加速による 
飛び出しを防止 
するために手摺 
りの上部に、更に 
柵が設けられて 
いる形状のもの 
がある。 
   ↓  
A：手摺りと上部の柵
の空間には腕や足が
引っ掛かりやすい危
険が潜んでいる。 

２ 手すりに腕
を持ってい
かれた。  

 
３ 
 

すべり台側
面落下防止
柵の間に靴
が挟まり、後
ろの幼児に
押され落下

した。 

４ 踊り場の周
りにある柵
の間に頭を
つっこんで
しまって抜
けなくなっ
た。 

○踊り 
場の柵 
に幼児 
の頭部 
が入る 
○手摺 
りの柵 
に頭部 
が入る。 

柵の幅によって 
は幼児の頭部が 
入ってしまう場 
合がある。 
   ↓ 
B：身体サイズが小さ
い幼児にとっては、
柵等が防御にならな
い危険が潜んでい
る。 

５ 手すりの間
に頭を入れ
てしまい、抜
けなくなっ
た。 

６ すべり台の
ローラー部
分に手を入
れてしまい、
指をはさん
だ。 

○指が 
ローラ 
ー の 隙
間 に 入
る。 

破損はなくても、 
ローラーの機能が 
幼児の指を巻きこ 
むことがある。 
    ↓ 
B：幼児の細い指は、
回転のために必要な
ローラーの隙間にも
入ってしまう危険が
潜んでいる。 

７ 滑走面の入
口に手でつ
かむ場所が
あり、滑る
時、手が引き
抜けず肩を
痛めた。 

○滑走 
部の握 
りの部 
分に腕 
が入る。 
 
 
 
 

滑走部で姿勢を整える
ための手摺りである
が、幼児は腕を差し込
むこともある。 
  ↓ 
A：幼児の目的外の行
為によって、握るた
めの部位（空間）に
は、腕や足を差し込
み、抜けなくなる危
険が潜んでいる。 

８ すべり台の
隙間に制服
の袖をひっ
かけた。 

○すべ 
り台の 
隙間に 
衣服の 
袖が引 
っ掛か 
る。 
 
 
○すべ 
り台の 
突起に 
衣服の 
吊り部 
分が引 
っかか 
る。 

すべり台を構成してい
る素材には金属が使わ
れている場合が多く、
周囲を見下ろせる楽し
さを演出するため、周
囲を塞ぐのでなく金属
パイプ等で柵が作られ
る場合も多く、隙間や
空間が幼児の衣服や物
を挟んでしまうことが
ある。 
  ↓ 
A：幼児が身に付けて
いる衣服の一部が挟
み込まれた場合、滑
走面は幼児の首や体
を締め付けてしまう
危険が潜んでいる。 

９ 園服がすべ
り台にひっ
かかった。 

10 すべり面の
スタート地
点で衣服の
袖がひっか
かり落下し
た。             

11 吊りの部分
（ ス カ ー
ト・ズボン）
が突起にひ
っかかり、落
下した。       

12 友達と一緒
に滑ってい
て、着地点か
ら順々に次
の幼児がつ
まっていき、
重なって落
下した。 

○着地 
点に幼 
児 が 溜
り、動き
が つ か
な く な
り、下敷
き に な
っ た り
落 下 し
た り す

運動神経が十分に発達
していない幼児の場
合、着地点で素早い移
動がとれないことがあ
る。また、着地面の土
が掘れてしまって転ん
でしまうこともある。
着地点で遊び始める幼
児もいることなどか
ら、着地点には幼児が
かたまりやすい。 

13 後ろから滑
ってきた幼
児に押され



転んだ。 る   ↓ 
A：着地面のクッショ
ン材が摩耗していた
り、土が掘れてしま
っていたりする場
合、前のめりや尻も
ちにより怪我をして
しまう危険が潜んで
いる。 

B：次々に幼児がすべ
ってきた場合、未発
達な幼児には素早く
身をかわし安全な体
勢を作れず事故に至
ってしまう危険が潜
んでいる。 

14 着地点に到
着しても、な
かなか動こ
うとしない
子がいたり、
先に滑った
子が立つ前
に滑ろうと
する子がい
て、後ろの子
とぶつかっ
た。 

15 着地点で押
しくらまん
じゅう状態
になった。  

（８）運動遊具使用上の配慮事項       

①各幼稚園に設置されているすべり台は、

固有の特徴を有していることから、教職員

は幼児への安全指導を行う際、観念的に「気

を付けて」と声をかけるだけではなく、自

園のすべり台に潜在する危険性を具体的に

捉え、幼児が陥りやすい危険を想定し指導

することが求められる。 

②すべり台の高さと形状に応じたきめ細か

い指導を繰り返し、無理なく幼児自身が運  

動技能を高められるよう配慮する。 

③非常用すべり台を遊びに併用する場合、 

事前に幼児自身がすべり面での加速を自 

力で調整できるよう十分な指導を行う。 

④運動遊びに不適切であると考えられる 

服装については、登園時にもれなくチェッ 

クし、細心の注意を図り危険を除去する 

必要がある。 

⑤すべり台での遊びの危険には、物が多 

くかかわっていることを配慮し、幼児が 

行動を起こす前に除去するよう心掛ける。 

特に紐・縄類については、気付かないう 

ちに身につけていることもあるので厳重 

な監視が必要である。 

（９）運動遊具による事故防止の視点 

①安全点検の手法の見直しを図る・・・「ど 

のように見ているか」「どこを見ているか」 

等について具体的に検討する。 

②年齢による行動特性の理解を教職員が 

共有する・・・幼児の行動特性、経験差 

を理解し、使用制限に関しては、漏れの 

ないようにする。 

 ③加速を調節するための手・足のおき位置

を具体的に指導する。 

 ④判断可能な危険（幼児自身の危険回避能

力をはぐくむために体験させたい危険）と

幼児が判断不可能な危険を捉える。 

 ⑤自園のすべり台の形状をつぶさに観察 

し、「引っ掛かり」「挟みこみ」の可能性を

徹底的に調査する。 

 ⑥幼児の行動特性から、落下を想定し衝撃 

緩衝のための設備を十分に施す。 

本研究では、すべり台による事故の実際を 

捉え、事故防止につながる視点を明らかにす

ることができた。今後は、運動遊具全般を捉

え安全指導と管理の在り方について研究を

推進する。 
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